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④
基
盤
サ
ー
ビ
ス（
栄
養
塩
循
環
や
土
壌
形
成
等
）の
四

類
型
と
し
た
。

　

多
面
的
機
能
論
で
は
人
間
の
経
済
行
為
だ
け
を
考
え
、

①
の
自
然
と
い
う
農
業
生
産
に
必
要
な
E
S
を
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
食
料
生
産
が
②
〜
④
に
与
え
る「
正

の
外
部
性
」に
の
み
を
強
調
し
負
の
影
響（
負
の
外
部

性
）を
評
価
せ
ず
、
E
S
の
産
出
地
と
受
益
地
に
つ
い

て
の
地
球
規
模
の
不
一
致（
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
が
我
が

国
農
業
に
も
関
係
）も
想
定
し
て
い
な
い
。

4
農
業
の
持
続
可
能
な
開
発
政
策

　

S
D
G
s
の
17
ゴ
ー
ル
で
農
業
関
連
は
、
ゴ
ー
ル
2

「
飢
餓
終
息
・
食
料
安
全
保
障
・
栄
養
善
・
持
続
可
能

な
農
業
促
進
」、
ゴ
ー
ル
12
「
持
続
可
能
な
消
費
生
産

形
態
の
確
保
」、
ゴ
ー
ル
15
「
陸
域
生
態
系
の
保
護
・

回
復
な
ど
」
が
あ
る
。
E
U
は
二
〇
一
九
年
の
欧
州
グ

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
（
注
2
）
の
核
と
し
て
、「
農
場
か
ら
食

卓
ま
で
戦
略
」（Farm

 to

 Fork

 

二
〇
二
〇
年
五
月
）

で
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
戦
略

に
位
置
づ
け
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
殺
虫
剤
等
使
用

五
〇
％
削
減
、
土
壌
養
分
損
失
五
〇
%
削
減
、
化
学
肥

料
使
用
二
〇
％
削
減
、
農
地
の
二
五
％
を
有
機
農
地
転

換
な
ど
、
野
心
的
数
値
目
標
の
世
界
標
準
化
を
目
指
す
。

　

農
林
水
産
省
は
実
現
の
難
し
い
E
U
の
目
標
に
対
し
、

本
年
五
月
に
、
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
性
向
上
と

持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
発
表
し
、
農
林
水
産

分
野
で
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
C
O
2
廃
棄
物
の
ゼ
ロ
化
）
を
目
指
し
、
化
学
農
薬
使

用
量
の
五
〇
％
削
減
と
肥
料
使
用
量
の
三
〇
％
削
減
、

全
農
地
二
五
％
で
有
機
農
業
実
現
な
ど
の
数
値
目
標
を

明
ら
か
に
し
た
。

5
地
球
環
境
問
題
と
土
地
改
良

　

土
地
改
良
な
ど
の
投
資
に
よ
り
E
S
が
受
益
者
に
届

け
ら
れ
る
。
土
地
改
良
で
も
二
〇
〇
一
年
の
法
改
正
で

「
環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮
」
が
規
定
さ
れ
た
が
、
地

球
環
境
問
題
に
は
多
面
的
機
能
論
と
同
様
に
不
十
分
で

あ
る
。
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
表
の
通
り
だ

が
、
今
後
重
要
に
な
る
事
項
は
、
①
土
地
改
良
区
や
土

地
連
に
よ
る
圃
場
の
水
管
理
の
工
夫
支
援
と
環
境
対
策

実
施
の
監
視
、
②
整
備
事
業
の
計
画
・
設
計
・
施
工
で

民
間
企
業
と
連
携
し
た
省
エ
ネ
・
省
資
源
化
の
実
現
、

③
水
資
源
開
発
な
ど
他
種
事
業
と
連
携
し
た
経
験
を
活

か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
積
極
的
取
組
、

④
直
轄
・
補
助
事
業
の
採
択
に
「
持
続
可
能
な
開
発
」

要
件
の
追
加
（
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
と
と
も

に
環
境
支
払
な
ど
と
の
政
策
的
整
合
性
の
検
討
（
注
3
）

と
思
わ
れ
る
。

　

地
球
環
境
へ
の
意
識
を
政
策
で
見
え
る
化
す
る
と
と

も
に
、
農
政
の
新
た
な
基
本
法
や
土
地
改
良
法
改
正
も

迫
ら
れ
る
。
土
地
改
良
技
術
は
工
学
的
手
法
に
よ
る
利

害
調
整
に
基
づ
く
資
源
利
用
調
整
を
包
摂
し
て
い

る（
注
4
）。
土
地
改
良
の
真
価
を
発
揮
す
る
時
で
も
あ
る
。

【
謝
辞
】

　

執
筆
に
当
た
り
、
神
井
弘
之
前
農
水
省
審
議
官
か
ら
多
大
な
ご
教
示

を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

【
注
1
】 生
態
系
と
は「
生
物
群
集
と
そ
れ
を
取
巻
く
物
理
的
・
化
学
的
環

境
が
つ
く
り
だ
す
機
能
的
な
ま
と
ま
り
」（
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大

百
科
事
典
）で
あ
る
。

【
注
2
】 欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
、 

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、循
環
型
経
済
へ
の
移
行
、建
築
の
省
エ

ネ
・
省
資
源
化
、ス
マ
ー
ト
な
交
通
手
段
へ
の
移
行
、健
康
・
環
境

保
全
に
関
わ
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
構
築
、生
態
系
保
全
回
復
、汚

染
ゼ
ロ
目
標
設
定
を
政
策
骨
子
と
し
て
い
る
。
環
境
意
識
の
高

ま
り
や
雇
用
維
持
・
国
際
競
争
力
強
化
へ
の
期
待
と
と
も
に
、米

中
に
比
べ
デ
ジ
タ
ル
化
で
守
勢
に
あ
る
E
U
が
グ
リ
ー
ン
化
で

主
導
を
狙
う
。

【
注
3
】 荘
林
幹
太
郎（
2
0
1
2
）、「
農
業
分
野
に
お
け
る
資
源
・
環
境

保
全
の
た
め
の
総
合
的
政
策
の
構
築
に
か
か
わ
る
研
究
」、
農
林

水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ー N

o.45

を
参
照
。

【
注
4
】 拙
稿「
資
源
利
用
調
整
工
学
と
し
て
の
農
業
土
木
」（
農
業
土
木

学
会
誌
71（
10
）、「
農
業
農
村
整
備
の
社
会
的
意
義
」（
土
地
改
良

新
聞
社
刊
）に
収
録
）を
参
照
願
い
た
い
。

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
細
田
衛
士
・
横
山
彰（
2
0
0
7
）：
環
境
経
済
学
、
㈱
有
斐
閣

⑵ 

橋
本
禅
・
齊
藤
修（
2
0
1
4
）：
農
村
計
画
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
、農

林
統
計
出
版
㈱　

⑶ 

神
井
弘
之（
2
0
1
9
）：「
な
ぜ
今
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
研
究
な
の

か
」　

農
林
水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ーN

o.99 

表　農地や土地改良施設の整備・管理と地球環境との関連事例
区分 農地や土地改良施設の整備・管理との関連事例

農
業
生
産

資機材

品質変更 有機農業の推進や農地へのバイオ炭活用に伴う農
地整備の設計上の工夫

投入減少
農薬肥料のピンポイント散布などのスマート農業
に必要な圃場施設の整備、農薬・化学肥料の削減
が可能となる圃場整備の工夫

エネルギー

品質変更 農機具の電動化・水素燃料化に伴う施設整備

投入減少
大区画圃場や農道・索道の整備による搬入・搬送
エネルギーの削減、自動給水弁などによる省力化・
省エネ化

農業インフラ
整備

（土地改良）

建設・整備
農業水利施設の省エネ化・再エネ利用推進、地表
面被覆施工の推進、環境配慮型土木・建築資機材
の活用拡大

管理 中干し作業期間延長などメタン発生を抑制する水
田管理の推進

農業外分野との連携
小水力発電、地産地消型バイオガス発電、地熱利
用、自然再生事業の推進、農地での炭素貯留（休
閑地の植栽など）

土地改良・切り語り

1
地
球
環
境
問
題
の
経
緯

　

地
球
環
境
問
題
の
動
き
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
環
境

問
題
は
産
業
公
害
か
ら
都
市
型
環
境
汚
染
に
拡
大
し
、

一
九
七
二
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が「
成
長
の
限
界
」で
人

口
増
加
と
工
業
化
に
よ
る
天
然
資
源
の
枯
渇
と
自
然
の

持
つ
許
容
量
を
超
え
る
環
境
汚
染
に
警
鐘
し
て
地
球
レ

ベ
ル
に
な
っ
た
。
同
年
、
国
連
で
現
在
と
将
来
の
世
代

に
環
境
保
護
・
改
善
の
責
任
を
負
う
と
す
る「
人
間
環

境
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
。

　

一
九
八
七
年
に
は「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委

員
会
」が
持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
を
打
ち
出
し
、

一
九
九
二
年
に
国
連
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
で
、「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
」と
と
も
に
、
気
候
変
動
枠

組
条
約
と
生
物
多
様
性
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
、
平

和
・
安
全
・
軍
縮
、
開
発
・
貧
困
撲
滅
、
環
境
保
護
を

目
指
す
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
採
択
さ
れ
、

二
〇
一
五
年
に
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標（
S
D
G
s
：Sustaina

ble D
ev
elop
m
ent 

Goals

）に
発
展
し
た
。

2
持
続
可
能
な
開
発
と
自
然
資
本

　

環
境
と
開
発
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ（
何
か
を
得
る
と

別
の
何
か
を
失
う
関
係
）な
ら
ば
、
開
発
を
制
御
し
て

環
境
を
守
れ
ば
開
発
途
上
国
は
経
済
成
長
を
望
め
な
い
。

持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
概
念
が
環
境
と
開
発
の
調
和

の
表
現
と
し
て
定
着
し
た
。

　

市
場
経
済
社
会
で
の
意
思
決
定
は
貨
幣
的
な
費
用
と

便
益
で
評
価
さ
れ
る
の
で
、
人
間
の
経
済
活
動（
開
発
）

と
自
然
環
境
の
保
全
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
に
は
、

自
然
環
境
の
貨
幣
評
価
が
必
要
と
な
る
。
生
産
に
は
自

然
・
労
働
・
資
本
の
生
産
要
素
が
必
要
で
、
自
然
は
土

地
・
水
・
空
気
・
光
・
熱
な
ど
の
天
然
資
源
、
労
働
は

人
間
の
肉
体
的
精
神
的
労
働
で
あ
る
。
資
本
は
貨
幣
で

買
い
取
ら
れ
た
原
材
料
・
燃
料
・
機
械
・
施
設
な
ど
で

あ
る
。
農
業
経
営
者
は
賃
金
で
人
を
雇
い
、
金
銭
を
支

払
っ
て
得
た
農
機
具
・
肥
料
・
土
地
改
良
施
設
な
ど
を

使
っ
て
生
産
す
る
が
、
空
気
の
よ
う
な
天
然
資
源（
自

然
）に
は
役
割
に
見
合
う
金
銭
を
支
払
わ
な
い
。

　

近
年
、
自
然
を
機
械
な
ど
と
同
様
に
貨
幣
で
買
い
取

る
資
本
と
み
な
し
て「
自
然
資
本
」と
し
、
生
み
出
さ
れ

る
恵
み
を「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス（
注
1
）」（Ecosyst

em

 

S
ervic

es

。以
下「
E
S
」）と
し
て
捉
え
、金
銭
評
価（
自

然
価
値
の「
見
え
る
化
」）す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
生

産
関
数
に
自
然
を
自
然
資
本
と
し
て
組
み
込
み
、
農
業

生
産
と
環
境
保
全
が
同
等
の
扱
い
に
な
る
。
今
ま
で
、

多
く
の
E
S
は
市
場
価
格
が
な
く
過
剰
使
用
さ
れ
、
自

然
資
本
は
減
耗
し
て
価
値
が
減
少
す
る
だ
け
で
、「
持
続

可
能
な
開
発
」で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

3
農
業
の
多
面
的
機
能
と
E
S

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法（
一
九
九
九
年
制
定
）で

は
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
規
定
さ
れ
、「
外
部
性
」（
主
体

の
活
動
が
市
場
を
通
さ
ず
に
第
三
者
に
何
ら
か
の
影
響

を
与
え
る
）に
着
目
し
、
農
業
者
が
市
場
を
通
じ
貨
幣

的
便
益
を
受
け
ず
に
多
面
的
機
能
を
他
者
に
与
え
る
事

態
を
捉
え
、
農
業
保
護
・
助
成
の
根
拠
と
し
た
。
一
方
、

国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価（
二
〇
〇
五
年
）で
、

E
S
を
①
供
給
サ
ー
ビ
ス（
食
料
、
木
材
等
の
供
給
）、

②
調
整
サ
ー
ビ
ス（
洪
水
、
気
候
の
調
整
等
）、
③
文
化

的
サ
ー
ビ
ス（
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
精
神
的
な
恩
恵
等
）、

29
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土地改良・切り語り
④
基
盤
サ
ー
ビ
ス（
栄
養
塩
循
環
や
土
壌
形
成
等
）の
四

類
型
と
し
た
。

　

多
面
的
機
能
論
で
は
人
間
の
経
済
行
為
だ
け
を
考
え
、

①
の
自
然
と
い
う
農
業
生
産
に
必
要
な
E
S
を
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
食
料
生
産
が
②
〜
④
に
与
え
る「
正

の
外
部
性
」に
の
み
を
強
調
し
負
の
影
響（
負
の
外
部

性
）を
評
価
せ
ず
、
E
S
の
産
出
地
と
受
益
地
に
つ
い

て
の
地
球
規
模
の
不
一
致（
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
が
我
が

国
農
業
に
も
関
係
）も
想
定
し
て
い
な
い
。

4
農
業
の
持
続
可
能
な
開
発
政
策

　

S
D
G
s
の
17
ゴ
ー
ル
で
農
業
関
連
は
、
ゴ
ー
ル
2

「
飢
餓
終
息
・
食
料
安
全
保
障
・
栄
養
善
・
持
続
可
能

な
農
業
促
進
」、
ゴ
ー
ル
12
「
持
続
可
能
な
消
費
生
産

形
態
の
確
保
」、
ゴ
ー
ル
15
「
陸
域
生
態
系
の
保
護
・

回
復
な
ど
」
が
あ
る
。
E
U
は
二
〇
一
九
年
の
欧
州
グ

リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
（
注
2
）
の
核
と
し
て
、「
農
場
か
ら
食

卓
ま
で
戦
略
」（Farm

 to

 Fork

 

二
〇
二
〇
年
五
月
）

で
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
戦
略

に
位
置
づ
け
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
殺
虫
剤
等
使
用

五
〇
％
削
減
、
土
壌
養
分
損
失
五
〇
%
削
減
、
化
学
肥

料
使
用
二
〇
％
削
減
、
農
地
の
二
五
％
を
有
機
農
地
転

換
な
ど
、
野
心
的
数
値
目
標
の
世
界
標
準
化
を
目
指
す
。

　

農
林
水
産
省
は
実
現
の
難
し
い
E
U
の
目
標
に
対
し
、

本
年
五
月
に
、
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
性
向
上
と

持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
発
表
し
、
農
林
水
産

分
野
で
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
C
O
2
廃
棄
物
の
ゼ
ロ
化
）
を
目
指
し
、
化
学
農
薬
使

用
量
の
五
〇
％
削
減
と
肥
料
使
用
量
の
三
〇
％
削
減
、

全
農
地
二
五
％
で
有
機
農
業
実
現
な
ど
の
数
値
目
標
を

明
ら
か
に
し
た
。

5
地
球
環
境
問
題
と
土
地
改
良

　

土
地
改
良
な
ど
の
投
資
に
よ
り
E
S
が
受
益
者
に
届

け
ら
れ
る
。
土
地
改
良
で
も
二
〇
〇
一
年
の
法
改
正
で

「
環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮
」
が
規
定
さ
れ
た
が
、
地

球
環
境
問
題
に
は
多
面
的
機
能
論
と
同
様
に
不
十
分
で

あ
る
。
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
表
の
通
り
だ

が
、
今
後
重
要
に
な
る
事
項
は
、
①
土
地
改
良
区
や
土

地
連
に
よ
る
圃
場
の
水
管
理
の
工
夫
支
援
と
環
境
対
策

実
施
の
監
視
、
②
整
備
事
業
の
計
画
・
設
計
・
施
工
で

民
間
企
業
と
連
携
し
た
省
エ
ネ
・
省
資
源
化
の
実
現
、

③
水
資
源
開
発
な
ど
他
種
事
業
と
連
携
し
た
経
験
を
活

か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
積
極
的
取
組
、

④
直
轄
・
補
助
事
業
の
採
択
に
「
持
続
可
能
な
開
発
」

要
件
の
追
加
（
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
と
と
も

に
環
境
支
払
な
ど
と
の
政
策
的
整
合
性
の
検
討
（
注
3
）

と
思
わ
れ
る
。

　

地
球
環
境
へ
の
意
識
を
政
策
で
見
え
る
化
す
る
と
と

も
に
、
農
政
の
新
た
な
基
本
法
や
土
地
改
良
法
改
正
も

迫
ら
れ
る
。
土
地
改
良
技
術
は
工
学
的
手
法
に
よ
る
利

害
調
整
に
基
づ
く
資
源
利
用
調
整
を
包
摂
し
て
い

る（
注
4
）。
土
地
改
良
の
真
価
を
発
揮
す
る
時
で
も
あ
る
。

【
謝
辞
】

　

執
筆
に
当
た
り
、
神
井
弘
之
前
農
水
省
審
議
官
か
ら
多
大
な
ご
教
示

を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

【
注
1
】 生
態
系
と
は「
生
物
群
集
と
そ
れ
を
取
巻
く
物
理
的
・
化
学
的
環

境
が
つ
く
り
だ
す
機
能
的
な
ま
と
ま
り
」（
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大

百
科
事
典
）で
あ
る
。

【
注
2
】 欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
で
は
、温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
、 

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、循
環
型
経
済
へ
の
移
行
、建
築
の
省
エ

ネ
・
省
資
源
化
、ス
マ
ー
ト
な
交
通
手
段
へ
の
移
行
、健
康
・
環
境

保
全
に
関
わ
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
構
築
、生
態
系
保
全
回
復
、汚

染
ゼ
ロ
目
標
設
定
を
政
策
骨
子
と
し
て
い
る
。
環
境
意
識
の
高

ま
り
や
雇
用
維
持
・
国
際
競
争
力
強
化
へ
の
期
待
と
と
も
に
、米

中
に
比
べ
デ
ジ
タ
ル
化
で
守
勢
に
あ
る
E
U
が
グ
リ
ー
ン
化
で

主
導
を
狙
う
。

【
注
3
】 荘
林
幹
太
郎（
2
0
1
2
）、「
農
業
分
野
に
お
け
る
資
源
・
環
境

保
全
の
た
め
の
総
合
的
政
策
の
構
築
に
か
か
わ
る
研
究
」、
農
林

水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ー N

o.45

を
参
照
。

【
注
4
】 拙
稿「
資
源
利
用
調
整
工
学
と
し
て
の
農
業
土
木
」（
農
業
土
木

学
会
誌
71（
10
）、「
農
業
農
村
整
備
の
社
会
的
意
義
」（
土
地
改
良

新
聞
社
刊
）に
収
録
）を
参
照
願
い
た
い
。

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
細
田
衛
士
・
横
山
彰（
2
0
0
7
）：
環
境
経
済
学
、
㈱
有
斐
閣

⑵ 

橋
本
禅
・
齊
藤
修（
2
0
1
4
）：
農
村
計
画
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
、農

林
統
計
出
版
㈱　

⑶ 

神
井
弘
之（
2
0
1
9
）：「
な
ぜ
今
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
研
究
な
の

か
」　

農
林
水
産
政
策
研
究
所
レ
ビ
ュ
ーN

o.99 

表　農地や土地改良施設の整備・管理と地球環境との関連事例
区分 農地や土地改良施設の整備・管理との関連事例

農
業
生
産

資機材

品質変更 有機農業の推進や農地へのバイオ炭活用に伴う農
地整備の設計上の工夫

投入減少
農薬肥料のピンポイント散布などのスマート農業
に必要な圃場施設の整備、農薬・化学肥料の削減
が可能となる圃場整備の工夫

エネルギー

品質変更 農機具の電動化・水素燃料化に伴う施設整備

投入減少
大区画圃場や農道・索道の整備による搬入・搬送
エネルギーの削減、自動給水弁などによる省力化・
省エネ化

農業インフラ
整備

（土地改良）

建設・整備
農業水利施設の省エネ化・再エネ利用推進、地表
面被覆施工の推進、環境配慮型土木・建築資機材
の活用拡大

管理 中干し作業期間延長などメタン発生を抑制する水
田管理の推進

農業外分野との連携
小水力発電、地産地消型バイオガス発電、地熱利
用、自然再生事業の推進、農地での炭素貯留（休
閑地の植栽など）

土地改良・切り語り

1
地
球
環
境
問
題
の
経
緯

　

地
球
環
境
問
題
の
動
き
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
環
境

問
題
は
産
業
公
害
か
ら
都
市
型
環
境
汚
染
に
拡
大
し
、

一
九
七
二
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が「
成
長
の
限
界
」で
人

口
増
加
と
工
業
化
に
よ
る
天
然
資
源
の
枯
渇
と
自
然
の

持
つ
許
容
量
を
超
え
る
環
境
汚
染
に
警
鐘
し
て
地
球
レ

ベ
ル
に
な
っ
た
。
同
年
、
国
連
で
現
在
と
将
来
の
世
代

に
環
境
保
護
・
改
善
の
責
任
を
負
う
と
す
る「
人
間
環

境
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
。

　

一
九
八
七
年
に
は「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委

員
会
」が
持
続
可
能
な
開
発
の
概
念
を
打
ち
出
し
、

一
九
九
二
年
に
国
連
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
で
、「
環
境
と

開
発
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
」と
と
も
に
、
気
候
変
動
枠

組
条
約
と
生
物
多
様
性
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
、
平

和
・
安
全
・
軍
縮
、
開
発
・
貧
困
撲
滅
、
環
境
保
護
を

目
指
す
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
採
択
さ
れ
、

二
〇
一
五
年
に
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標（
S
D
G
s
：Sustaina

ble D
ev
elop
m
ent 

Goals

）に
発
展
し
た
。

2
持
続
可
能
な
開
発
と
自
然
資
本

　

環
境
と
開
発
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ（
何
か
を
得
る
と

別
の
何
か
を
失
う
関
係
）な
ら
ば
、
開
発
を
制
御
し
て

環
境
を
守
れ
ば
開
発
途
上
国
は
経
済
成
長
を
望
め
な
い
。

持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
概
念
が
環
境
と
開
発
の
調
和

の
表
現
と
し
て
定
着
し
た
。

　

市
場
経
済
社
会
で
の
意
思
決
定
は
貨
幣
的
な
費
用
と

便
益
で
評
価
さ
れ
る
の
で
、
人
間
の
経
済
活
動（
開
発
）

と
自
然
環
境
の
保
全
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
に
は
、

自
然
環
境
の
貨
幣
評
価
が
必
要
と
な
る
。
生
産
に
は
自

然
・
労
働
・
資
本
の
生
産
要
素
が
必
要
で
、
自
然
は
土

地
・
水
・
空
気
・
光
・
熱
な
ど
の
天
然
資
源
、
労
働
は

人
間
の
肉
体
的
精
神
的
労
働
で
あ
る
。
資
本
は
貨
幣
で

買
い
取
ら
れ
た
原
材
料
・
燃
料
・
機
械
・
施
設
な
ど
で

あ
る
。
農
業
経
営
者
は
賃
金
で
人
を
雇
い
、
金
銭
を
支

払
っ
て
得
た
農
機
具
・
肥
料
・
土
地
改
良
施
設
な
ど
を

使
っ
て
生
産
す
る
が
、
空
気
の
よ
う
な
天
然
資
源（
自

然
）に
は
役
割
に
見
合
う
金
銭
を
支
払
わ
な
い
。

　

近
年
、
自
然
を
機
械
な
ど
と
同
様
に
貨
幣
で
買
い
取

る
資
本
と
み
な
し
て「
自
然
資
本
」と
し
、
生
み
出
さ
れ

る
恵
み
を「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス（
注
1
）」（Ecosyst

em

 

S
ervic

es

。以
下「
E
S
」）と
し
て
捉
え
、金
銭
評
価（
自

然
価
値
の「
見
え
る
化
」）す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
生

産
関
数
に
自
然
を
自
然
資
本
と
し
て
組
み
込
み
、
農
業

生
産
と
環
境
保
全
が
同
等
の
扱
い
に
な
る
。
今
ま
で
、

多
く
の
E
S
は
市
場
価
格
が
な
く
過
剰
使
用
さ
れ
、
自

然
資
本
は
減
耗
し
て
価
値
が
減
少
す
る
だ
け
で
、「
持
続

可
能
な
開
発
」で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

3
農
業
の
多
面
的
機
能
と
E
S

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法（
一
九
九
九
年
制
定
）で

は
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
規
定
さ
れ
、「
外
部
性
」（
主
体

の
活
動
が
市
場
を
通
さ
ず
に
第
三
者
に
何
ら
か
の
影
響

を
与
え
る
）に
着
目
し
、
農
業
者
が
市
場
を
通
じ
貨
幣

的
便
益
を
受
け
ず
に
多
面
的
機
能
を
他
者
に
与
え
る
事

態
を
捉
え
、
農
業
保
護
・
助
成
の
根
拠
と
し
た
。
一
方
、

国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価（
二
〇
〇
五
年
）で
、

E
S
を
①
供
給
サ
ー
ビ
ス（
食
料
、
木
材
等
の
供
給
）、

②
調
整
サ
ー
ビ
ス（
洪
水
、
気
候
の
調
整
等
）、
③
文
化

的
サ
ー
ビ
ス（
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
精
神
的
な
恩
恵
等
）、

29

（一社）総合政策フォーラム顧問　元杉 昭男

持続可能な開発と土地改良
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